




ムハマド ナズルル ナナ クリザン・ロスニザ モハメド ノール
１．AAJ（Ambang Asuhan Jepun）について
AAJ とは東方政策の一環として１９８２年にマラヤ大学内に設置されたマラヤ大学予備教育セ





















































































































































































































































































































聴解 読解 文法 語彙 漢字
２０２０年度（３８期生） ７１．４ ７９．６ ８２．５ ７９．４ ６２．８
２０１９年度（３７期生） ７１．５ ７６．８ ８６．５ ８５．８ ８７．１
２０１８年度（３６期生） ７０．７ ― ８８．０ ８９．１ ８８．５






























聴解 読解 文法 語彙 漢字
平均得点率 ８３．２ ８１．９ ８５．８ ８９．６ ８４．７
最高得点率 ９８．７ １００．０ ９９．１ １００．０ １００．０
最低得点率 ６１．８ ４５．８ ５４．７ ５６．９ ３６．７
表３ ３８期生１年次の期末試験結果（％）
それにも関わらず漢字のみが大きく点数を下げた理由は何であろうか。５章で述べた学生ア
ンケートの結果をみると、その要因は「単元テストや小テストが厳しくなかった」、「練習しな
かった」、「集中できなかった」、「書く機会がなかった」といった授業以外のものであることが
分かる。漢字と語彙の小テストは、従来週に２、３回のペースで紙に書かせる形で実施していた
が、オンラインでは全て選択式となった。また、授業期間の前半は教員側の準備が間に合わず
小テストが実施されなかったり、受験の管理が徹底されていなかったりした。更に、記述、漢
字以外の文法等の宿題を大半の学生がデータ入力して提出しており、このような複数の要因が
学生のモチベーション低下を招き、書いて覚える機会をなくしてしまったのではないかと推測
される。
以上のことから、オンライン授業期間の漢字の小テストは、選択式ではなく従来どおり書か
せることが必要であり、それによって漢字の能力低下を防ぐことができると考えられる。また、
小テストの実施が難しかった当初、漢字学習のモチベーションを上げるための何らかの仕組み
を準備しておくべきであったことが反省点として挙げられる。
７．まとめ
以上が、AAJ がオンライン授業において実施してきたことである。紙幅の関係上、本報告で
は全てを詳細に記すことはできなかったが、限られたスペースにでき得る限りのことを挙げる
ことで、他の機関におけるオンライン授業実施の参考になることを目指した。同時にアンケー
ト調査を通じて、マレーシア特有の家庭環境やAAJ の学生ならではの学習習慣等が浮き彫り
になり、オンライン授業の実施にはこうした学習者の学習環境や学習習慣等への考慮も重要で
あることが明らかになった。
また４章、５章のアンケート結果と６章の成績を複合的に見ていくことで、オンライン授業期
間中の個々の学生の学習環境が、学生のモチベーションや成績にどのような影響を与えたか、
更に深い考察ができるのではないかと予想している。今後こうした考察を進め、オンライン授
業の更なる効果的な活用に役立てていきたい。
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